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遊戯施設の安全確保の徹底について 

 

 

 日頃より国土交通行政にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 

遊戯施設の安全確保については、従来から各種事故事案を踏まえた技術基準の見

直しを行うとともに、適切な維持管理の徹底等の対策を推進してきたところです。 

ところが近年、観覧車において、運行マニュアルの整備不足や周知不足に起因し

た不十分な乗客対応等により、客席部分の扉を施錠しないまま運行する事案が散見

されることは誠に遺憾です。 

また、身体保持装置等が既存不適格であるコースターにおいて、負傷者が発生す

る事故事案も複数確認されております。 

遊戯施設の安全性を確保するためには、施設の維持管理と併せて、適切な運行管

理の徹底を図ることが極めて重要であり、かねてより遊戯施設の所有者及び運行管

理者に対する周知を依頼してきたところですが、遊園地等に多くの方が訪れる夏休

みを迎えるにあたり、同様の事案の発生を危惧しているところです。 

つきましては遊戯施設の更なる安全確保に向けた取組みを推進するため、貴会員

に対し、改めて下記の対応について周知徹底するようお願いします。 

 なお、特定行政庁に対しても管内の遊戯施設の所有者及び運行管理者に指導を要

請しているところですので、念のため申し添えます。 

 

記 

 

１．観覧車の適切な運行管理について 

「遊戯施設の安全確保の徹底について」（平成 28年 3月 25日付国住昇第 26号）

に基づき、運行マニュアルの整備及び当該マニュアル遵守の徹底を求めてきたと

ころであるが、この度、乗り場担当者が乗客対応で持ち場を離れることとなった

場合のマニュアルの整備不足や十分に徹底されていないことにより適切な運行が

なされていない事案が発生していることを踏まえ、以下の安全対策の取り組みを

行うこと。 



 

（１）運行マニュアルについて 

所有者等に対し、運行マニュアルに「扉のロック状態の確認方法」、「サポ

ート体制の確保と確認を行う各担当の役割の明確化」及び「緊急時の対応方

法」について具体的に記載すること。 

（２）運行マニュアル遵守の徹底について 

初任となる運行担当者研修のほか、定期的な研修・訓練等を実施すること。 

（３）施錠がなされずに運転された際の処置について 

施錠がなされずに運転された際に施錠すべき位置を超えた時に自動で停止

する仕組みや警告音等により運行担当者が即座に覚知できる仕組みの導入に

務めること。 

 

２．身体保持装置等が既存不適格である遊戯施設について 

身体保持装置等が平成29年国土交通省告示第247号で定める基準に対して既存

不適格である遊戯施設については、「遊戯施設の客席部分の構造方法を定める件等

の改正について」（平成29年３月29日付国住指第4511号）第２の４．の内容を踏ま

え、既設の遊戯施設の新たな身体保持装置の追加や速度調整等の促進といった安

全対策について、積極的な取り組みを行うこと。 

 

 

 

以上 


